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平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
、
国
有
林
野
事
業

は
、
昭
和
二
十
二
年
の
林
政
統
一
以
来
、
約

六
十
五
年
間
続
い
た
特
別
会
計
に
終
止
符
を
打

ち
、
一
般
会
計
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
一
般
会
計
と
し
て
、
公
益
重
視
の

管
理
経
営
を
一
層
推
進
し
つ
つ
、
森
林
・
林
業

の
再
生
や
地
域
振
興
と
い
っ
た
政
策
実
現
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昭

和
三
十
年
代
ま
で
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長

期
を
背
景
に
、「
国
有
林
木
材
増
産
計
画
」
を

策
定
す
る
な
ど
、
旺
盛
な
木
材
需
要
に
応
え
つ

つ
、
経
営
も
黒
字
基
調
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
木
材
輸
入
の
完
全
自
由

化
や
自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
た
森
林
施
業

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
経
営
状
況
は
次
第
に
厳

し
く
な
り
、
昭
和
五
十
三
年
に
は
、「
国
有
林

野
事
業
の
改
善
に
関
す
る
計
画
」
が
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
以
後
、
四
次
に
わ
た
る
改
善
計
画

を
実
施
し
、
平
成
十
年
か
ら
は
、
国
有
林
野
事

業
の
抜
本
的
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

こ
の
間
様
々
な
場
面
で
、
国
有
林
の
分
割
民

営
化
や
一
部
独
立
行
政
法
人
化
な
ど
の
議
論
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、
国

が
、
国
有
林
野
を
一
元
的
・
一
体
的
に
管
理
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
が
、
国
土
の
脊
梁
地
域
を
中
心
と
し

て
分
布
す
る
国
有
林
野
の
管
理
経
営
は
民
間
に

は
馴
染
ま
ず
、
国
が
直
接
管
理
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
、
期
待
さ
れ
た
結
果
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

日
本
は
、
急
峻
な
地
形
、
脆
弱
な
地
質
、
多

雨
多
雪
な
気
候
等
、
自
然
災
害
が
起
き
や
す
い

自
然
環
境
に
あ
り
、
国
土
の
約
２
割
を
占
め
る

国
有
林
野
は
、
我
が
国
の
生
命
財
産
を
守
る
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
局
管
内
の
国
有
林
野
に
つ
い
て
は
、
中
京

圏
を
は
じ
め
、
様
々
な
都
市
の
水
源
地
域
で
あ

り
、
ま
た
、
貴
重
な
野
生
動
植
物
を
初
め
と
す

る
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
有
し
、
山
岳
観
光

の
メ
ッ
カ
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
移

行
に
あ
た
り
、
こ
う
し
た
森
林
の
持
つ
多
面
的

な
公
益
的
機
能
の
更
な
る
発
揮
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
有
林
の
支
援
を
通
じ
た
森
林
・
林

業
の
再
生
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。

　

山
村
に
と
っ
て
は
日
本
の
林
業
の
再
生
は
地

域
経
済
の
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
と

し
て
の
国
有
林
野
事
業
は
、
こ
の
こ
と
を
十
分

認
識
し
、
民
有
林
と
の
連
携
を
深
め
、
特
に
、

国
有
林
野
が
地
域
の
森
林
面
積
の
多
く
を
占
め

る
区
域
で
は
、
そ
の
地
域
の
森
林
・
林
業
を

リ
ー
ド
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
有
林
の
職
員
は
、
こ
れ
ま
で
扱
っ
て
こ
な

か
っ
た
、
民
有
林
の
補
助
金
等
の
政
策
に
弱
い

と
い
っ
た
面
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
、
森

林
計
画
や
実
際
の
施
業
な
ど
に
お
い
て
は
、
高

い
技
術
を
有
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
私
た
ち

は
、
転
勤
や
出
向
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
市
町

村
や
他
省
庁
の
状
況
を
見
て
き
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
、
技
術
や
経
験
が
、
民
有
林
の
支
援
に

活
か
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
時
代
に
は
、
国
有
林
野
の
企
業
的

経
営
を
行
う
と
の
視
点
か
ら
、
職
員
は
境
界
外

の
民
有
林
に
つ
い
て
関
心
が
薄
い
と
い
っ
た
実

態
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
民
有

林
、
国
有
林
合
わ
せ
て
、
そ
の
地
域
の
森
林
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
を
常
に
頭
に
置
き

国
有
林
の
扱
い
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

国
有
林
の
職
員
は
、
山
官
と
言
わ
れ
、
口
べ

た
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
官
公
庁
に
比
べ
Ｐ

Ｒ
が
あ
ま
り
う
ま
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
会
計

化
を
機
に
、
私
た
ち
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
対

し
、「
こ
れ
か
ら
何
を
し
よ
う
と
考
え
」、「
何

を
実
施
し
」、
そ
し
て
「
結
果
が
ど
う
な
っ
た

か
」
に
つ
い
て
、
常
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
よ
く
聴
く
よ
う
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

山
造
り
は
百
年
か
か
る
壮
大
な
仕
事
で
す
。

百
年
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
輩
の
仕
事
を

引
き
継
ぎ
、
そ
し
て
自
分
達
の
仕
事
を
後
輩
に

引
き
継
ぐ
と
い
う
事
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
段
階

で
間
違
っ
て
も
良
い
山
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
一

旦
、
山
の
取
り
扱
い
を
間
違
え
る
と
修
正
す
る

の
に
何
十
年
と
い
う
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
か
ら
、
計
画
、
日
々
の
作
業
、
発
注
等
、

常
に
先
輩
の
指
導
を
頭
に
お
い
て
、
後
輩
の
こ

と
を
考
え
つ
つ
仕
事
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
一
般
会
計
化
後

の
国
有
林
野
の
管
理
経
営
を
し
っ
か
り
や
っ
て

い
く
と
の
決
意
を
も
っ
て
、
新
た
な
国
有
林
野

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
長

国
有
林
野
事
業
の

  
一般
会
計
化
に
あ
た
っ
て
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こ
の
度
、
四
月
一
日
付
で
次
長
（
名
古
屋
事

務
所
長
）
を
拝
命
し
ま
し
た
山
元
で
す
。

  

こ
れ
ま
で
、
関
東
局
、
近
畿
中
国
局
、
北
海

道
局
、
九
州
局
、
林
野
庁
に
勤
務
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
局
等
で
森
林
整
備
や
販
売
、
職
員
厚
生
、

時
に
は
刑
事
事
件
に
関
連
す
る
対
応
な
ど
、
林

野
庁
な
ら
で
は
の
様
々
な
業
務
を
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
中
部
森
林
管
理
局
管
内
に

は
、
関
東
圏
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
優

れ
た
自
然
や
歴
史
・
文
化
も
多
く
時
折
訪
れ
て

は
い
ま
し
た
が
、
勤
務
は
初
め
て
で
あ
り
、
早

く
管
内
事
情
を
把
握
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
等

も
生
か
し
な
が
ら
職
員
の
皆
様
や
地
域
の
森

林
・
林
業
・
林
産
業
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努

め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
四
月
か
ら
国
有
林
野
事
業

が
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
に
移
行
し
、
①
よ

り
一
層
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
、
②
民
有
林
と

の
連
携
に
よ
る
日
本
全
体
の
林
業
・
林
産
業
の

発
展
へ
の
寄
与
、
③
地
域
振
興
や
東
日
本
大
震

災
等
災
害
復
興
へ
の
寄
与
等
々
、
国
有
林
野
事

業
の
管
理
運
営
の
み
な
ら
ず
広
く
地
域
社
会
や

日
本
林
業
全
体
へ
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
取
り

組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
森
林
は
、
戦
後
の
復
興
資
材
と
し
て

多
く
が
伐
採
さ
れ
、
そ
の
後
の
林
業
の
経
営
環

境
の
悪
化
か
ら
荒
廃
が
進
み
ま
し
た
が
、
諸
先

輩
の
皆
様
が
営
々
と
続
け
ら
れ
て
き
た
植
林
や

育
林
活
動
に
よ
り
、
い
ま
や
年
間
一
億
立
方

メ
ー
ト
ル
の
生
長
量
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
充
実
し
て
き
た
森
林
資
源
を
い
か
に

利
用
に
結
び
つ
け
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
森
林
資
源
が
充
実
し
て
き

た
今
こ
そ
、
森
林
の
集
約
化
と
と
も
に
林
道
整

備
、
間
伐
・
主
伐
等
に
よ
る
伐
採
・
植
林
を
効

率
的
に
実
施
し
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
な
が

ら
木
材
需
給
率
を
高
め
、
林
業
・
林
産
業
の
発

展
並
び
に
地
球
温
暖
化
防
止
や
国
土
保
全
機
能

等
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
取
り
組
む
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
管
内
の
国
有
林
は
、
主
に

山
岳
地
帯
に
所
在
し
、
木
材
資
源
の
活
用
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
中
京
圏
の
貴
重
な
水
源
林
で

あ
り
、
さ
ら
に
観
光
や
貴
重
な
野
生
動
植
物
を

有
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
該
地
域
は
、
古
く
か
ら
木
曽
ヒ
ノ
キ

や
東
濃
ヒ
ノ
キ
、
信
州
カ
ラ
マ
ツ
等
々
を
産
す

る
全
国
有
数
の
林
業
地
域
で
あ
る
一
方
、
名
古

屋
を
中
心
と
す
る
木
材
流
通
の
一
大
拠
点
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
地

域
の
民
有
林
・
国
有
林
が
さ
ら
に
連
携
し
、
林

業
・
林
産
業
が
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
、
ま

た
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
後
世
の
人
々
に
引
き

継
げ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

新
任
幹
部
挨
拶

新
任
幹
部
挨
拶

新次長
（名古屋事務所長）

山元　康則

総務企画部

＊１　地域林政調整官は富山署、中信署、岐阜署にのみ設置。
＊２　南木曽支署には次長を設置しない。
＊３　南木曽支署には森林技術指導官を設置しない。
＊４　森林官には地域統括森林官、首席森林官、森林官がある。

総
務
課

総
務
グ
ル
ー
プ

業
務
グ
ル
ー
プ

治
山
グ
ル
ー
プ

森
林
技
術
指
導
官

地
域
林
政
調
整
官

地
域
技
術
官

森
林
官

企
画
調
整
課

経
理
課

計
画
課

保
全
課

治
山
課

伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所

計画保全部

局　　長

次長（名古屋事務所長）

署　　長

次　　長

森
林
整
備
課

資
源
活
用
課

技
術
普
及
課

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
事
務
所

愛
知
森
林
管
理
事
務
所

森林整備

森林管理署 中部森林管理局

新 組 織 図
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考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

◆
山
元
次
長
の
略
歴

生
年
月
日　

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
日

本　
　

籍　

熊
本
県
芦
北
町

略　
　

歴　

国
学
院
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒

（
昭
和
54
・
３
）

昭
和
48
・
４　

 

東
京
局
高
萩
営
林
署
に
採
用

後
、
東
京
局
計
画
課
・
平
塚

署
、
熊
本
局
長
崎
署
、
林
業
講

習
所
、
大
阪
局
鳥
取
署
・
尾
鷲

署
・
三
重
署
尾
鷲
森
林
経
営
セ

ン
タ
ー
、
林
野
庁
指
導
普
及

課
、
山
梨
県
森
林
整
備
課
、
林

野
庁
職
員
・
厚
生
課
を
経
て

平
成
13
・
１　

 

北
海
道
森
林
管
理
局
森
林
整
備

部
企
画
官

　
　
・
４　
　

 

北
海
道
森
林
管
理
局
企
画
調
整

部
業
務
調
整
課
監
査
官

〃
14
・
３　
　

 

北
海
道
森
林
管
理
局
森
林
整
備

部
販
売
第
四
課
長

〃
16
・
４　
　

 

林
野
庁
林
政
課
課
長
補
佐
（
給

与
班
担
当
）

〃
19
・
４　
　

林
野
庁
管
理
課
監
査
官

〃
20
・
４　
　

九
州
森
林
管
理
局
総
務
部
長

〃
23
・
10　
　

林
野
庁
林
政
課
管
理
官

〃
25
・
４　
　

中
部
森
林
管
理
局
次
長

（
名
古
屋
事
務
所
長
）

　
　
　
　

前
次
長
（
名
古
屋
事
務
所
長
）

田
中　

謙
司

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
異

動
で
北
海
道
森
林
管
理
局
に
異
動
と
な
り
ま
し

た
。

　

中
央
ア
ル
プ
ス
や
上
高
地
等
の
素
晴
ら
し
い

自
然
と
木
曽
ヒ
ノ
キ
、
東
濃
ヒ
ノ
キ
等
の
世
界

に
誇
れ
る
森
林
資
源
を
有
す
る
中
部
森
林
管
理

局
で
三
回
も
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
光
栄
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
職
員
や
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
方
と

も
知
り
合
い
が
多
く
、
公
私
と
も
楽
し
く
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

当
時
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
最
初
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
か
ら
局
計

画
課
、
福
島
営
林
署
で
三
年
間
勤
務
し
、
こ
の

間
、
長
女
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

二
回
目
は
、
平
成
九
年
八
月
か
ら
南
木
曽
営

林
署
に
二
年
間
で
す
。
こ
の
時
は
、
危
機
的
な

経
営
状
況
に
あ
っ
た
国
有
林
野
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
幅
広
く
論
議
さ
れ
、
署
に
つ
い
て

は
、
九
十
八
署
と
い
っ
た
案
が
出
さ
れ
る
な
ど

落
ち
着
か
な
い
日
々
で
し
た
。
赴
任
早
々
の
十

月
に
は
、
南
木
曽
町
で
与
党
の
農
政
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
蘭
の
国
有
林
で
国
会
議
員
の
先
生

方
に
森
林
の
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
こ
と

を
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。
十
年
十
月
に
国
有

林
野
改
革
関
連
二
法
が
成
立
し
、
木
曽
谷
に
は

上
松
森
林
管
理
署
、
南
木
曽
支
署
の
存
置
が
決

ま
り
、
喜
び
と
共
に
地
域
に
開
か
れ
た
国
有
林

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
業
務
に
励
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
か
ら

僅
か
一
年
六
ヶ
月
と
短
い
間
で
し
た
が
、
二
回

目
と
同
様
に
国
有
林
野
事
業
の
経
営
等
に
つ
い

て
幅
広
く
議
論
さ
れ
、
二
十
四
年
三
月
に
は
、

参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
の
先
生
方
が
東
濃
森

林
管
理
署
に
来
ら
れ
、
全
国
的
な
国
有
林
の
取

組
に
つ
い
て

木
経
営
企
画
課
長
（
現
中
部
局

長
）
が
、
中
部
森
林
管
理
局
の
国
民
の
森
林
と

し
て
の
役
割
や
森
林
・
林
業
再
生
へ
の
取
組
に

つ
い
て
私
が
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

法
案
は
、
四
月
に
参
議
院
、
六
月
に
衆
議
院

で
審
議
が
行
わ
れ
、
両
院
と
も
全
会
一
致
の
賛

成
で
成
立
し
ま
し
た
。
国
土
の
二
割
、
森
林
面

積
の
三
割
を
占
め
る
広
大
な
国
有
林
を
我
々
が

引
き
続
き
管
理
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

森
林
の
育
成
、
木
材
の
安
定
的
・
持
続
的
な
生

産
、
森
林
・
林
業
再
生
へ
の
取
組
な
ど
が
、
大

い
に
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
職
員
の
皆
さ

ん
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
組
織
や
処

遇
の
こ
と
で
大
変
心
配
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
体
制
で
の
国
有
林
野
事
業
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
民
有
林
と
連
携
を
図
り
、
森
林
・

林
業
再
生
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
大
き
な
役
割
、
使

命
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
で
す
。

　

北
海
道
森
林
管
理
局
で
「
地
域
に
国
有
林
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
。」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
誠
心
誠
意
努
め
て
参
る
考
え
で
あ
り
ま

す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
中
部
森
林
管
理
局
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
お
別
れ
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 ［
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
］

　

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
七
年
に
設
置

さ
れ
て
以
降
、
下
呂
市
周
辺
に
所
在
す
る
国
有

林
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
、
主
に
技
術
開
発
業

務
の
実
行
や
技
術
の
普
及
に
努
め
て
き
た
と
こ森林技術・支援センター職員

民
有
林
へ
の
技
術
支
援
を

　
　
　
　
　
　

充
実
し
ま
す
。


